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佐藤 義朝
日本リハビリテーション病院・施設協会 理事

公益財団法人いわてリハビリテーションセンター センター長

災害に学んだ
チームビルディング

　未曾有の大災害をもたらした東日本大震災か
ら、本年３月で14年が経過しました。復興を進め
てきたこの間、全国各地でも様々な災害が発生し、
私達はJRAT（Japan Disarster Rehabilitation 
Assistance Team）を通じて種々の活動を展開し、
今日では多くのご評価と信頼を頂いております。
　本年２月26日に岩手県大船渡市において急速に
拡大した山林火災では、多くの市民が避難所生活
を強いられ、避難者の中には東日本大震災を経験
し二重被災した方も多く、その心痛を思うと、ご
同情に堪えません。
　岩手県地域リハビリテーション支援センターで
あるいわてリハビリテーションセンターでは、発
災翌日から情報収集を開始し、３月３日に大船渡
市保健センターに設置された「気仙医療圏保健医
療福祉調整本部」に職員を派遣し、避難所におけ
るリハビリテーション支援活動のニーズがあるこ
とを確認した上で、３月４日に岩手県からの災害
協定発動の依頼を受け、いわてJRATを派遣し、
９日まで最大12ヶ所の避難所における支援活動を
行いました。
　今回の災害の特徴は、市内の医療や介護を含む
インフラが保たれていたことにより、DMATや

JMAT等の医療支援が行われなかった点と、この
ような状況でも、保健師の情報提供によりリハビ
リテーション支援のニーズがあったことから、い
わてJRATの活動を展開した点であります。
　これまで経験したことのない大規模山林火災と
いう状況下で支援が円滑に遂行出来たのは、日頃
から地域の保健衛生や介護活動に関わる県および
市町村の保健師の方々や県内のリハビリテーショ
ン専門職の団体との連携が取れていたこと、また
本県が東日本大震災という「大規模災害」と、平
成28年に岩泉町での台風10号豪雨災害による「局
地災害」という複数の災害を経験し、10年に渡る
毎年の研修会を通じて、災害時のチームビルドや
日常の地域リハビリテーション活動の経験値が豊
富であったことによるものと考えております。
　本年10月３日～４日に、岩手県盛岡市において

「全国地域リハビリテーション合同研修大会inい
わて2025」をハイブリッドで開催する予定であ
り、大会テーマを「人口減少と災害に備える～地
域リハビリテーションの新展開～」とし、人口減
少時代を迎えて一歩進んだチームビルドを再考す
る大会にしたいと考えております。皆様のご参加
を心からお待ちしております。

巻頭言
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※このページ以降の誌面をご覧いただく場合は、
当協会への入会が必要です。 

ご入会のお手続きは下記へ 
↓ 

【入会について】 
http://rehakyo.jp/about-join




